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　大阪大学大学院薬学研究科小比賀聡教授の人工
核酸に関する研究成果を社会実装するベンチャー
として、2017年12月にルクサナバイオテクが設立さ
れた。人工核酸とは、天然の核酸（DNA、RNA）に化
学修飾を加えることで物性を変化させ、天然の核酸
にはない人工的な機能を有した核酸を意味する。小
比賀教授の研究成果である人工核酸技術は、標的
とする核酸に対する高い結合親和性と安定性を保
ちつつも、毒性を抑えることが可能であり、他の技
術に比べて大きな優位性を持つとされる。
OUVCは創業前より支援実施し伴走。

大阪大学との関係

OUVC投資先企業

株式会社リモハブ
https://www.remohab.com/

本社所在地 大阪府吹田市江坂町1-23-19　米澤ビル第５江坂　4F

代表取締役 谷口　達典

設立

2017年3月

本社所在地 大阪府吹田市山田丘2-8 テクノアライアンスC棟 9F C907

代表取締役 佐藤　秀昭

設立 2017年12月

OUVC投資先企業

ルクサナバイオテク株式会社
https://luxnabiotech.co.jp/

人工核酸技術を活用した、
製薬会社・アカデミアとの共同創薬

革新的遠隔心臓リハビリテーション用機器の
企画・開発、製造、販売等

　ルクサナバイオテクは、人工核酸技術によって
生み出されたモノマー群（核酸合成物を構成する
部品素材）と、これらのモノマー群を核酸合成物
に設計する配列デザインノウハウをコア技術として
いる。そしてこれらの技術プラットフォームを活用
し、製薬会社との共同創薬及びアカデミアの優れ
た疾患研究を基礎とした創薬を行う。核酸を医薬
品として利用する「核酸医薬品」は、これまでの医
薬品技術（低分子医薬品や抗体医薬品）では狙え
ない、mRNAやmiRNA等の分子を創薬ターゲット
とし、遺伝子の発現に直接作用することにより、こ
れまで治療が難しかった病気の治療が可能になる
と期待されている。

会社の特徴、事業概要

　リモハブは、革新的遠隔心臓リハビリテーション用機器
の企画・開発、製造、販売等を行い、心臓リハビリテーショ
ンの実施率の向上を目指すとともに、国内死因別死亡者
数第2位である心疾患の予後を改善し、人々の健康寿命を
延ばすことを目指している。
　心疾患は日本における死因別死亡者数が第2位であり、
心疾患のなかで最多となっているのが心不全と報告され
ている。日本における心不全患者は120万人以上と推定さ
れており、高齢者に多い疾患であることから、患者数は今
後も増加するものと見込まれている。これら心不全患者の
心肺機能を改善させるため、従来は外来通院にて心臓リハ
ビリテーションが行われているが、実際に通院できている
患者は約1割程度と言われている。
　リモハブでは在宅であっても、通院と同じような適切な
リハビリテーションを行うことができるシステムを開発し
ている。このシステムは、医療従事者がリアルタイムで適
切に管理しながら、在宅で心臓リハビリテーションを行え
ることに特徴があり、現状では世界に存在していない新し
いシステムである。

会社の特徴、事業概要

　リモハブは、「ジャパンバイオデザイン 大阪大学フェ
ローシッププログラム」第１期チームが推進したプロジェ
クトから生まれた事業をより効果的に推進する目的で設
立された。当プログラムの第1期は、大阪大学大学院医学
系研究科循環器内科学の谷口達典医師らにより構成さ
れるチームによって2015年10月にスタートした。プログラ
ム修了後も引き続き検証を実施し、試作第一号機が完
成。この試作機を用いた学術的検証を大阪大学にて継
続すると同時に、事業化に向けた検証を実施するため
に、リモハブが設立された。

大阪大学との関係

設立


